
柔らかくて耐久性も抜群！
　白いたわしシリーズ　　　　　　　　　　　　　　

亀の子束子西尾商店

小林　千明さん

仕事をする上で上司・同僚は重要
フィネガン外国法事務弁護士事務所　東京オフィス
アソシエイト弁護士（ワシントンＤＣ・カリフォルニア州認可）

連絡先は
こちら→

あ な た の 作 業 着
自慢してください！

夏のリコチャレ

来月日説明会
出展企業を募集
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　お茶の水女子大学基幹研究院人間科学系教授
　ジェンダー研究所所長
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（７） （第三種郵便物認可）２０１８年（平成年）１月１７日　（水曜日）

左からホワイトパーム（大、小）、
サイザル麻（大、小）

◇『白いたわし「ホワイトパーム
・小」「サイザル麻・小」２点セッ
ト』を抽選で３名にプレゼント！
　住所、氏名、電話
番号を明記の上、編
集部にファクスかウ
ェブからご応募下さ
い。締め切りは１月
日（月）です。

　白くて丸い物体実は束子
（たわし）なのです。
　この束子、なんと言っても
「とにかく可愛い！」。その姿
は、まるでベーグルやドーナツ
のようで、遠目から見ると束子
と思う人は少ないのではないで
しょうか。
　機能も年以上の伝統を誇
る「亀の子束子西尾商店」の製
品とあってさすがです。厳選さ
れたパーム椰子やサイザル麻で
作られているので耐久性が抜
群、長く使い続けることができ
ます。茶色っぽいのが椰子の実
繊維を安全な過酸化水素水で脱
色した「ホワイトパーム」、白
っぽいのがサイザル麻繊維を使
用した「サイザル麻」。ホワイ

トパームはややかたいので野菜
の泥汚れや皮むきはもちろん、
野菜の繊維などがなかなか取れ
ないおろし金にも最適です。ま
た、「サイザル麻」の特長はな
んといっても柔らかく手に吸い
付く使用感。フライパンなどの
ちょっとした油汚れでも洗剤を
使うことなく落とせます。
　どちらも天然素材なので環境
にやさしく洗剤の使用も少なく
て済むので経済的。中心に穴が
あいていることで乾きやすく衛
生面でも安心。文句なしのキッ
チンの必須アイテムです。男性
でも女性でも使いやすいように
サイズは大と小の２展開、用途
に合わせて使い分けしてもいい
かもしれません。キッチンに４
つをぶら下げておいてもお洒落
でインスタ映えしそうです。

　価格は「ホワイトパーム」の
大が円、小が円、「サイ
ザル麻」の大が円、小が
円（ともに税別）。箱入りで販
売しているので、ちょっとした
プレゼントにも最適です。

　米国特許弁護士
でワシントンＤＣ
に本拠地を置く弁
護士事務所に所属
しています。入所

して３年間、ワシントンＤＣオフ
ィスで働いておりましたが、結婚
に伴い、昨夏、東京オフィスに移
りました。米国の法科大学院を卒
業して初めて働き始めたのが現事
務所です。
　すぐに実績を出さないといけな
いプレッシャーを感じ、大きな不
安を抱えていました。最初の２年
間は、とにかくがむしゃらに働き
ました。現在は超が付くほど多忙

な日々が終わり、これま
でにはなかった〝振り返
る余裕〟ができました。
気付いてみると、実務経験はもち
ろん、事務所の１弁護士として信
頼される存在に、そして一緒に働
いたチームは家族のように温かい
存在となっていました。そのチー
ムは私が日本へ帰国したい希望を
尊重し、そのプロセスが上手くい
くよう調整してくれました。
　働くだけが人生であればただ実
績を積むことが大事かもしれませ
ん。しかし、想像できないタイミ
ングでさまざまなイベントが起こ
ります。そういう時に信頼のおけ
る上司や同僚はとても重要です。
それは米国においても日本におい
ても同じことだと思います。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

　カナリヤ通信号（３月号）では、「女性
の作業着自慢！大集合！！」と題して、企
業の作業着を紹介します。カナリヤ通信編
集部では、作業着をお持ちの企業を対象に
アンケートを募集します。「私の会社は、○
○が良い（悪い）」など、感想をお聞かせくだ

さい。今回は女性限定とします。締切は２月
日。アンケートにお答えいただける場合は、
カナリヤ通信のホームページから質問票をダ
ウンロードして下さい。掲載時に企業名を匿
名にすることもできます。アドレスは、
https://www.kensetsunews.com/canaria。

　日刊建設通信新聞社は、内閣府、
文部科学省、日本経済団体連合会
が主導する「夏のリコチャレ
～理工系のお仕事体験しよう～」
の参加企業として、日本大学理工
学部と共催で８月９日にイベント
を開催します。「わたしの住むま
ちをデザインする仕事」と題し、
中学生から大学生を対象に建設産
業界の技術を体験してもらう予定
です。

　イベント開催に向け、２月日
午後３時から日本大学理工学部駿
河台キャンパス１号館ＣＳＴホー
ルで出展を考えている企業を対象
に説明会を開催します。参加を希
望する場合は、所定の用紙に記入
の上、ファクスま
たはメール（rikochalle@kensetsu
news.com）にお送り下さい。所
定の用紙はホームページ（https:/
/www.kensetsunews.com/rikoc
halle）からダウンロードできま
す。
　問い合わせは、電話
（田嶋、山口）まで。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。
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＊１　イクメン：子育てする男性を指す。積極的に子育てを楽しみ、自らも成長する男性をいう。
＊２　イクボス：男性の部下等の育児参加に理解のある経営者や上司を指す。イクメンを職場で支援

するために、部下の育児休業取得を促すなど、仕事と育児を両立しやすい環境の整
備に努めるリーダーをイクボスと呼ぶ。
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　日本の社会では、妻の収入が夫より多く
ても家事の負担率が高いという結果が出て
います。しかし、アメリカの家庭の多くは
妻の収入が多ければ夫は家事の負担を多く
しています。すべてにおいて実践できる話
ではないですが、今後ますます女性が働く
社会になっていくのですから、家庭内の役
割分担についても意識を含めて改善してい
かなくてはいけないですね。

総務省統計局「年社会生活基本調査」より


